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消えたかな！気になるあの火もう一度

2月　3月13日■、●霧綴懸■顧、。

券
火
災
予
防
運
動
は
・
火
災
の
発
生
し
や
す
い
昨
劉
劃
鋼
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
蓑
を
図
り
、
火
災
の
笙
を
防
止
し
、
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
凧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
示

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
』

オ
ル
等
）

四
、
も
し
火
災
が
発
生
し
た
ら
大
声
で

隣
り
近
所
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に

必
ず
一
一
九
番
通
報
を
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も

に
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
出
火
す
る
と

火
の
廻
り
が
早
く
、
大
き
な
火
災
と

な
り
ま
す
の
で
、
火
を
取
り
扱
う
一

人
ひ
と
り
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
命
を
守
ろ
う

●
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

●
老
入
や
こ
ど
も
は
、
す
ぐ
逃
げ
ら

れ
る
よ
う
安
全
な
と
こ
ろ
に
寝
か

せ
る
。

●
出
入
口
に
は
物
を
置
か
な
い
。

●
二
方
向
へ
避
難
で
き
る
よ
う
に
ロ

ー
プ
な
ど
用
意
し
て
お
く
。

●
火
は
小
さ
い
う
ち
に
、
落
ち
着
い

て
早
く
消
す
。

た
き
火
に
岩
用
心

た
き
火
が
原
因
と
さ
れ
る
火
事
の

う
ち
約
半
数
は
、
た
き
火
が
近
く
の

物
に
燃
え
移
り
、
燃
え
広
が
っ
た
も

の
で
す
。
た
き
火
の
ま
わ
り
に
、
燃

え
や
す
い
も
の
が
あ
っ
て
も
「
ま
あ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
と
油
断
し

火
事
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

た
き
火
を
あ
ま
く
み
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
特
に
強

2

い
風
が
吹
き
、
風
向
き
が
変
わ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

一
、
も
の
を
燃
や
す
必
要
が
あ
る
と
き

は
焼
却
炉
な
ど
を
利
用
す
る
。

二
、
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
が
あ
る

場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

三
、
風
の
あ
る
日
は
た
き
火
を
し
な
い
。

四
、
行
事
な
ど
の
た
め
た
き
火
を
す
る

と
き
は
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
に
水

を
十
分
に
用
意
す
る
。

目
を
離
す
な
”
天
ぷ
ら
鍋

　
最
近
の
火
災
を
全
国
的
に
み
ま
す

と
冷
凍
食
品
の
普
及
に
よ
り
、
天
ぷ

ら
油
火
災
が
年
々
増
加
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
等
を

揚
げ
る
た
め
鍋
を
か
け
た
ま
ま
、
そ

の
場
を
は
な
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
原

因
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
〃

一
、
天
ぷ
ら
鍋
を
か
け
た
ら
絶
対
に
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。
用
事
の
で
き

た
と
き
は
、
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
。

二
、
コ
ン
ロ
な
ど
の
周
辺
や
壁
、
天
井

は
不
燃
化
し
、
整
理
整
と
ん
を
し

て
お
ノ
＼
。

一
　
、
安
全
な
消
火
方
法
を
二
つ
以
上
覚

え
て
お
く
。
　
（
消
火
器
、
ぬ
れ
タ

　昭和61年・62年の出火原因（自石市内）
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61

．
6
2
年
の
火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
6
2
年
は
火
災
発
生
件
数
、
損
害
額

と
も
減
り
ま
し
た
。

昭和61・62年の火災発生状況
　　　　　　　　　　（白石市内）
区　分　　年f蜴ll昭和62年昭和61年

呵
ふ
だ
ん
の
注
意
で
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
ガ
ス
爆
発
を
防
ご
う
㎜

昭和61年
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　　　　16
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　　　　66

　　　　0

　　　　0
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　　　　6

　　　　12

　　　　51

90，132，000

死者負傷者

り災人員

損害見積額

61

・
62
年
の
市
内
救
急
事
故
状
況

市
内
で
発
生
し
た
救
急
事
故
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
交
通
事
故
や
急

病
に
よ
る
出
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事故種別救急出動件数

　　　　　　　　及び搬送人員

日召和61年日召和62年

搬
送
人
員

出
場
件
数

送
人
員

場
件
数

事故種別

　　0

　　1

99

　　5

58

　　4

　　8

　　4

226

70

475

　　0

　　2

96

　　5

64

　　3

11

　　4

247

91

523

　　1

　　0

114

　　6

61

　　3

　　7

　　0

245

103

540

　　1

　　0

101

　　7

63

　　3

　　7

　　0

265

120

567

火　　災
本羅蜜故
奏羅事故
券勧擁心害

・一般負傷

運動競技
自損行為
加 ‘害

急1　　病
その他（転院等）

合一　　計

　
ガ
ス
は
と
て
も
便
利
な
燃
料
で
す

が
、
ひ
と
つ
ま
ち
が
え
る
と
爆
発
す

る
危
険
性
も
も
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
ス
の
性
質
を
知
っ
て
正
し
く
使

い
ま
し
よ
・
フ
。

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
性
質

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
ガ
ス
に
高
い

圧
力
を
か
け
て
液
体
に
し
、
ボ
ン
ベ

に
つ
め
て
家
庭
に
配
達
し
ま
す
。
使

う
と
き
に
、
コ
ッ
ク
を
開
く
と
液
体

か
ら
気
体
に
な
り
ま
す
。

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い

の
で
、
も
れ
る
と
床
の
上
に
た
ま
り

ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
に

　
　
ガ
ス
が
も
れ
る

ガ
ス
も
れ
原
因
の
う
ち
、
い
ち
ば

ん
多
い
の
は
、
二
個
あ
る
ガ
ス
コ
ッ

ク
の
う
ち
使
わ
な
い
方
の
コ
ッ
ク
を

ま
ち
が
っ
て
開
い
た
と
い
う
も
の
で

す
。

　．も

葦宝
硲

　
　
　
　
ふ
せ

ガ
ス
も
れ
を
防
こ
う

”
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

ね
ボ
あ
　
　
　
　
　
　
　
あ

ガ
　
ツ
お

ゴム管は、ホースパンドで

しっかりとめるコ

　　　使い終わったら元せんをしめる。

1　　　　　　　　　　、　　　　　　　1がや　は灯爆れ　し養
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下
水
道
は
み
ん
な
の
財
産

四
月
か
ら
－
部
供
用
開
始
♂

　
臼
石
市
の
下
水
道
工
事
は
、
昭
和
五
十
年
着
工
以
来
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　今

年
四
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
一
部
供
用
開
始
と
な
り
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
水
洗
ト
イ
レ
」
へ
の

　
　
改
造
は
三
年
以
内
に

　
下
水
道
に
は
、
市
が
設
置
し
管
理

す
る
部
分
（
公
共
下
水
道
）
と
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
設
置
し
管
理
し
て

！
、
　
　
～

ん
、
纏 “

㍉
．

ぺ
露
〆
・
禦
二

滋
欝
鍵

　
　
、

4　
｝

い
た
だ
く
部
分
（
排
水
設
備
）
と
が

あ
り
ま
す
。

　公

共
下
水
道
の
布
設
さ
れ
た
地
域

で
は
、
下
水
道
法
に
よ
っ
て
「
三
年

以
内
」
に
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
、
建
物

の
所
有
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
地
域

の
み
な
さ
ん
に
、
一
日
も
早
く
、
く

み
取
り
便
所
を
水
洗
化
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
を
い
た
し
ま
す
。

融
資
の
対
象
者

一
、
下
水
道
処
理
区
域
内
に
あ
る
住
宅

　
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
の
所
有
者

　ま

た
は
、
占
有
者
で
、
公
共
下
水

　
道
の
使
用
開
始
が
公
示
さ
れ
た
日

　
か
ら
三
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所

　
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
か
、

　し

尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公
共
下

　
水
道
に
接
続
し
ょ
う
と
す
る
者
。

二
、
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
弓

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
莞
㏄

三
、
改
造
資
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
〕

　
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

四
、
前
年
の
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
博

　
下
で
あ
る
こ
と
。

五
、
連
帯
保
証
人
（
市
内
に
居
住
し
、

　市民税

所
得
割
納
税
者
）
が
一
名
雫

　
必
要
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額

｝
、
自
宅
の
便
所
の
改
造
資
金
の
融
資
『

　
額
は
、
一
戸
五
十
万
円
以
内
と
な
・

　
っ
て
い
ま
す
。

利
子
の
補
給

一
、
市
が
全
額
を
負
担
し
ま
す
。

償
還
方
法

一
、
改
造
資
金
の
償
還
は
、
融
資
を
受
・

　
け
た
月
の
翌
月
か
ら
、
三
十
六
か
，

月
以
内
に
、
元
金
均
等
償
還
で
融
↓

資
を
受
け
た
金
融
機
関
に
返
済
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
期
限
前
に
繰
り
あ
げ
償
還
も
で

き
ま
す
。

　
融
資
取
扱
い

　
　
　
　
市
内
金
融
機
関

七
十
七
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
↓

徳
陽
相
互
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
一
一

振
籍
互
銀
行
　
　
へ

仙
南
信
用
金
庫

白
石
市
農
業
協
同
組
合

宮
城
労
働
金
庫
　
　
　
　
　
　
　
↑

国
民
年
金

　
選
択
申
出
書
の

　
　
　
提
出
は
す
み
ゃ
か
に

　
新
し
い
年
金
制
度
で
は
、
複
数
の

つ
の
年
金
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り

．
年
金
（
同
｝
支
給
事
由
に
よ
り
支
給

一
さ
れ
る
基
礎
年
金
と
、
上
乗
せ
分
の

．
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
は
一
つ
の
年

金
と
み
な
さ
れ
ま
す
）
を
受
け
る
こ

国
と
が
で
き
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一

ン
ま
せ
ん
。

　
受
給
者
の
希
望
す
る
年
金
が
支
給

・
さ
れ
た
場
合
、
他
の
年
金
は
支
給
停

目
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
複
数
の
年
金

－
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

一
は
「
選
択
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

，
だ
さ
い
。

　
「
選
択
申
出
書
」
の
提
出
を
忘
れ
、

、
重
複
し
て
年
金
を
受
け
た
場
合
に
は

q
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

み
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
と
遺
族

D
厚
生
年
金
・
遺
族
共
済
年
金
は
、
併

・
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
所
得
か
ら

　
　
　
　
　
控
除
さ
れ
ま
す

　
所
得
の
確
定
申
告
は
、
2
月
16
日

ト
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
に
行
う
こ
と
に

τ
っ
て
い
ま
す
．

　
昭
和
62
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
税
金
の
課
税
対
象
と
な
る

総
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　本人の

保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
、
配

偶
者
や
家
族
の
分
と
し
て
支
払
っ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
配
偶
者
な
ど
に
一
定
額

を
超
え
る
所
得
が
あ
り
、
各
自
で
支

払
っ
た
保
険
料
は
控
除
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
62
年
中
に
支
払
っ
た
前
納

保
険
料
・
追
納
保
険
料
も
全
額
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
す
る
際
に
は
、
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

φ

昭和62年国民年金保険料額
定額保険料87，900円
　1～3月　7，100×3－21，300円
　4～12月　7，400×9－66，600円

定額十付加保険料　92，700円

　1～3月　7，500×3－22，500円
　4～12月　7，800×9－70，200円

前納保険料　62．4～63．3
　定額保険料　　　　　86，660円
　定額十付加保険料　　91，340円

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
市
民
課

国
民
年
金
係
含
量
－
三
＝
内
線
三
七
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
と
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

児
童
手
当

　児

童
手
当
は
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
－
日
か
ら

　
受
給
資
格
が
変
わ
り
ま
す

　
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
児
童

手
当
の
受
給
資
格
が
義
務
教
育
就
学

前
の
児
童
を
含
む
1
8
歳
未
満
の
児
童

を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
昭
和
57
年
4
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
子
を
含
ん
で
、
二
人

以
上
養
育
し
て
い
れ
ば
児
童
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
自
分
の
子
ど
も
で
な
く
て

も
、
そ
の
子
を
監
護
し
、
　
一
定
の
生

計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。　

児
童
手
当
が
認
定
さ
れ
る
と
、
二

人
目
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
月
額
二
、

五
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
月
額
五
、

O
O
O
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
新
し

く
対
象
と
な
る
方
は
、
3
月
3
1
日
ま

で
市
民
課
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
は
そ
の
職
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

歳
　
歳
　
歳
　
歳

　
む
　
　
　
　
　
　
じ

○
○
●
●

　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
軌

　
　
　
　
　
1

〔
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〕

2　13　
ま
た
現
在
、

給
付
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

目
の
お
子
さ
ん
が
昭
和
5
7
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
5
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ

に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
増
額
改
定

の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
印
か
ん
持
参
の
う

え
、
な
る
べ
く
早
く
市
民
課
の
窓
口

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
費
二

五
⊥
二
一
一
（
内
線
一
三
三
）
ま

で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

印
か
ん

受
給
者
名
儀
の
預
金
通
帳
（
受

給
者
は
原
則
と
し
て
父
親
）

受
給
者
が
何
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
か
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
隼
金
証
書
な
ど
）

　
　
　
児
童
手
当
及
び
特
例

　
　
　
　
　
　
　
　
二
入

具体的な手当額の例
18歳

歳
　
歳
　
歳

O
e
●

　
　
　
　
円

　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
コ

　
　
　
　
乳

　15歳

　12歳

●5歳畷
臓

○
○

5，000円2，500円手当額

児
童
館
利
用
の
お
知
ら
せ

　児

童
館
は
、
児
童
の
健
康
を
増
進
し
、
情
緒
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
児
童

に
健
全
な
遊
び
を
与
え
、
個
別
的
活
動
や
集
団
的
活
動
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

　
児
童
館
に
は
、
利
用
申
請
を
し
て
利
用
す
る
登
録
児
童
と
、
入
館
の
際
に

記
帳
し
て
利
用
す
る
自
由
来
館
児
童
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

で
、
学
校
の
帰
り
に
利
用
で
き
ま
す
。

両
親
が
共
働
き
な
ど
の
た
め
、
留
守

が
ち
に
な
る
家
庭
で
は
、
放
課
後
の

健
全
な
遊
び
の
場
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
四
月
か
ら
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
月
十
九
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

噛
…
ー
ー
ー
…
憲
同
團
國
園

“
今
月
は
児
童
手
当
の
　
　
　
　
皿
市
内
の
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
れ

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す
　
　
押
ば
、
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
児
童

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
却

甜
　
A
．
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月
で
㎜
館
の
行
事
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

㌦
す
。
昭
和
62
年
1
0
月
分
か
ら
昭
和
6
3
が
　
特
別
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
が

皿
年
－
月
分
ま
で
の
－
か
月
分
嘆
振
㎜
児
童
館
に
入
る
と
老
前
雀

防
込
脅
言
ま
す
の
で
、
今
月
の
w
住
所
を
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
．

V
5
日
以
降
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
（

甚
・
て
－
だ
～
　
㎜
圏

坑
　
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
（
　
児
童
の
健
全
育
成
活
動
を
す
す
め

詮
民
課
市
操
窪
五
⊥
一
一
二
ぞ
い
る
・
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

晶
　
　
　
　
　
　
　
～

ゴ
（
内
線
一
三
三
）
へ
、
ご
連
絡
く
だ
ゾ
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

ざ
．
　
　
　
　
㎜
母
親
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
楽
し
い
行

、
一
＞
≦
ξ
ζ
＞
ξ
＞
ζ
，
～
ζ
。
∈
、
く
、
ミ
～
憲

事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
活
動
し
て

み
た
い
方
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
月

十
九
日
ま
で
児
童
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
◎
白
石
市
第
一
児
童
館

　
　
臼
石
市
字
亘
理
町
三
七
の
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
轟
“
二
五
－
七
ロ
七
ロ

　
◎
自
石
市
第
二
児
童
館

　
　
白
石
市
字
臼
石
沖
六
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
君
二
五
－
三
八
七
五

　
な
お
、
登
録
児
童
・
母
親
ク
ラ
ブ

の
申
し
込
み
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

が
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、
募
集
期

間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

衆
撒
層

5



新
成
人
に
贈
る
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
川
井
　
貞

　
こ
の
た
び
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
五
五
八
名
の
み
な
さ
ん
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
、
21
世
紀
が
目
の
前
に
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
21
世
紀
は

み
な
さ
ん
の
時
代
で
す
。

　
21
世
紀
は
、
国
際
化
、
高
齢
化
、

情
報
化
の
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
私
が
み
な
さ
ん
に
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

技
術
革
新
、
情
報
化
が
進
め
ば
、
マ

シ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
マ
シ
ー
ン
の
時

代
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
、
物
を
生
産
す
る
の
も
機
械
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
て
、
そ
の
機
械
を
操
作
す
る
の
も

機
械
、
そ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
な
っ
た

時
、
日
本
は
、
諭
そ
ら
く
衰
亡
の
一

途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
マ
シ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
マ
ン
の

時
代
－
機
械
を
人
が
使
い
、
人
が
考

え
、
努
力
す
る
と
い
う
時
代
で
な
け

れ
ば
、
日
本
の
繁
栄
は
あ
り
得
な
い

の
で
す
。

　
私
が
み
な
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
マ
シ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
マ
ン
の

21

世
紀
を
み
な
さ
ん
の
力
で
つ
く
り

あ
げ
、
日
本
の
、
そ
し
て
郷
土
白
石

の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
12
月

の
暮
、
予
算
編
成
の
問
題
が
あ
り
、

し
ば
ら
く
上
京
し
て
お
り
ま
し
た
。

東
京
か
ら
の
帰
り
、
若
い
世
代
に
遅

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
上
野
駅

で
俵
万
智
の
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を

買
い
車
中
で
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
と
な
り
の
席
で
青
年
が

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
本
を
読
ん
で
い
ま

す
。
あ
ま
り
熱
心
に
読
ん
で
い
る
の

で
、
何
を
読
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

と
聞
き
ま
す
と
、
　
「
吉
川
幸
次
郎
先

生
の
『
漢
の
武
帝
』
を
読
ん
で
い
ま

す
。
一
度
読
み
ま
し
た
が
、
も
う
一

度
読
み
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
う
し
て
読

み
直
す
の
で
す
か
？
と
尋
ね
る
と
、

「
こ
れ
は
漢
の
武
帝
と
皇
后
で
あ
る

衛
子
夫
と
の
し
が
ら
み
と
葛
藤
の
歴

史
で
あ
る
1
吉
川
先
生
は
、
そ
れ
を

こ
の
本
の
中
で
一
番
言
い
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
た
か

ら
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
な
る
ほ
ど
、
考
え
て
み
る
と
衛
子

夫
は
、
父
親
も
分
か
ら
な
い
私
生
子

の
出
身
で
す
が
、
武
帝
と
の
間
に
生
ま

れ
た
戻
太
子
が
皇
太
子
と
な
り
、
衛

は
皇
后
に
抜
擢
さ
れ
ま
す
。
　
奴
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
せ
い

伐
に
初
め
て
成
功
し
た
元
勲
、
衛
青

は
皇
后
の
弟
、
そ
し
て
史
上
に
残
る

名
将
雷
去
病
は
甥
で
し
た
。
こ
の
二

人
の
力
で
大
漢
帝
国
が
築
き
あ
げ
ら

れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
霊
去
病
は

わ
ず
か
24
歳
で
早
世
し
、
衛
青
も
短

命
で
し
た
。
最
後
に
は
、
皇
太
子
が

無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
自
ら
命
を

　
　
　
　
　
　
く
び

絶
ち
、
皇
后
も
総
れ
て
死
ぬ
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
、
歓

楽
極
ま
り
て
哀
情
多
し
、
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
武
帝
の
後
継
者
昭
帝
が

よ
ラ
せ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

天
折
し
、
民
間
に
埋
も
れ
て
い
た
宣

帝
が
皇
帝
の
位
に
つ
き
ま
す
。
こ
の

宣
帝
は
無
実
の
罪
で
死
ん
だ
皇
太
子

（
戻
太
子
）
の
孫
、
つ
ま
り
衛
皇
后

の
曾
孫
で
あ
り
、
宣
帝
擁
立
に
最
も

功
が
あ
っ
た
の
は
、
皇
后
の
甥
、
名

　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
こ
ロ
フ

将
窪
去
病
の
弟
で
あ
る
雷
光
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
な

る
ほ
ど
彼
の
言
う
こ
と
は
も
っ
と
も

だ
。
自
分
で
物
事
を
深
く
考
え
る
こ

と
の
で
き
る
素
晴
し
い
青
年
で
あ
る

と
感
心
し
ま
し
た
。

　
青
年
に
、
ど
こ
で
降
り
ま
す
か
？

年
齢
は
？
と
聞
く
と
、
　
「
自
石
蔵
王

駅
で
降
り
ま
す
。
来
年
自
石
の
成
人

式
に
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
昨

年
暮
の
話
で
す
）
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
私
が
吉
川
先
生
の
「
漢
の
武
帝
」

を
読
ん
だ
の
は
、
こ
の
青
年
と
同
じ

20

歳
の
頃
で
し
た
。
し
か
し
、
私
に

は
彼
の
よ
う
な
深
い
読
み
方
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
は
、
新
し
い

感
覚
の
書
で
あ
り
、
　
「
漢
の
武
帝
」

は
、
学
者
の
史
論
の
展
開
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
本
を
深
く
読
む
こ

と
の
で
き
る
青
年
が
、
数
多
く
育
っ

て
く
れ
れ
ば
、
い
ま
言
わ
れ
て
い
る

病
理
現
象
に
よ
る
社
会
の
幼
稚
化
と

い
う
も
の
は
起
こ
り
得
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
一
九
五
〇
年
以
降
、
社
会
の
幼
稚

化
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
第
一
に
、
学
校
化
社
会
－
教
育
は

全
て
学
校
に
お
任
せ
し
て
、
自
ら
考

え
、
自
ら
の
生
活
や
仕
事
の
中
か
ら

学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
つ
つ
あ
る

社
会
。

　
第
二
に
、
加
速
度
化
社
会
ー
速
い

も
の
は
何
．
で
も
よ
い
、
ち
ょ
っ
と
出

掛
け
る
の
に
も
車
に
乗
っ
て
と
い
う
、

自
分
が
自
ら
の
足
で
歩
く
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
つ
つ
あ
る
社
会
。

　
第
三
に
、
医
療
化
社
会
ー
薬
づ
け
、

検
査
づ
け
で
あ
り
1
本
来
、
医
学
と

い
う
も
の
は
、
人
間
が
自
ら
病
気
を

治
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
、
た
だ

サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
い
る
社
会
。

　
こ
れ
ら
が
、
現
代
の
病
理
現
象
と

い
わ
れ
る
も
の
の
三
大
要
因
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
社
会
の
幼
稚
化
が
進
む

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行

動
し
、
障
害
が
あ
れ
ば
自
分
で
そ
れ

を
克
服
す
る
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、

21

世
紀
を
マ
シ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
マ

シ
ー
ン
の
時
代
に
で
は
な
く
、
マ
シ

ー
ン
・
ア
ン
ド
・
マ
ン
の
時
代
に
し
、

我
が
国
を
、
そ
し
て
我
々
の
住
む
郷

土
を
素
晴
し
い
社
会
に
す
る
唯
一
の

道
な
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
未
来
が
輝
か
し
い
も

の
で
あ
る
よ
う
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

自
ら
の
努
力
で
獲
得
さ
れ
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
成
人
に
贈
る

こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

6
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轟
憂
肱
働

灘
掬
今
誤

”」

南中学校）

人

に
日

，
つ
8

成
』

響
縮
罵
鰍
育

　
　
　
　
　
り
会
瀞

尾
崎

　
　
　
　
　
あ
げ
轡
菅
原
正

　
　
　
　
　
も
あ
　
　
　
、
劇
酵

　
　
　
　
　
績
こ
籍
　
5
影
叫

　
　
　
　
　
械
た

　
　
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
が
大
、
　
r
、
討
、
鮭
訂
甘
　
銀

乞
鴨

．
㌦
一

、璽

灘
鳳
，

、
虞

蛾

」

▲白石和
和紙工房晶

懸

初
1

紙
（
講

辱

璽

　　　　　　　　　－㌧γ　奪」

　　　　　　　　　｝磁耀垂

　▲新入学児童　お奪玉抽せん会

　　　　　（1月14日　第二幼稚園）

琳　’噛鍵轡蝉

　▲弥治郎こけし初びき

　　　　（1月2日　弥治郎惟喬神社）

．＿こ．

一
、
厄
己
　
　
　
i
肖
帥
　
　
」
　
　
　
L
ト

．
震
避
，
す
亀
響

　
　
　
　
　
ま

〆
竪
騨
「

顔
▲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

（

了｝
“
焉

”
　
噸
・

”
　
帖

噛憲
寧
声

■『　　、。一ノ　『r罵
　▲第3回　小・中・高生仙南かるた競技選手権大会
　　　　　　（1月5日　中央公民館）
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ぽ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

蓋
型
｛
合
資
会
社
吉
見
製
麺
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
字
本
町
46

　
明
治
3
0
年
に
創
業
し
、
昭
和
29
年

合
資
会
社
と
し
て
法
人
組
織
さ
れ
た

吉
見
製
麺
所
は
、
つ
り
が
ね
印
を
商

標
と
し
、
温
麺
、
う
ど
ん
、
ソ
バ
な

ど
の
乾
麺
を
製
造
販
売
し
て
い
る
会

社
で
す
。

　
昨
年
1
0
月
に
完
成
し
た
白
壁
、
土

蔵
造
り
の
事
務
所
兼
店
舗
は
、
藩
政

時
代
の
商
家
を
模
し
て
お
り
、
重
厚

な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

「
市
内
の
土
蔵
造
り
の
商
家
が
次
々

に
姿
を
消
し
、
昔
の
面
影
を
残
す
建

物
が
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

胃
弱
の
親
の
た
め
苦
心
し
て
つ
く
っ

響
．
肉
U
燃
庸

．
躍凹螺

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
温
麺
の
当
時

の
様
子
を
偲
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
考

え
て
、
こ
の
よ
う
な
土
蔵
造
り
の
建

物
に
し
ま
し
た
」

「
商
標
の
つ
り
が
ね
印
は
、
片
倉
小

十
郎
の
馬
印
で
す
。
私
が
片
倉
さ
ん

か
ら
特
別
に
使
用
を
許
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
商
標
に
恥
な
い
、
そ
し

て
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
『
う
ー

め
ん
』
つ
く
り
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
」
と
吉
見
光
夫
さ
ん
。

　
食
生
活
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
化
が
進

む
今
日
、
簡
易
食
品
で
も
あ
る
温
麺

の
調
理
方
法
の
開
発
宣
伝
が
温
麺
業

界
の
課
題
で
あ
り
、
よ
り
お
い
し
く

高
級
な
温
麺
を
全
国
に
供
給
で
き
る

よ
う
業
界
が
結
束
し
地
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
、
白
石
温
麺
の
消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
原
料
の
精
選
か
ら
、
製
品
管
理
、

販
路
の
拡
大
に
と
忙
が
し
く
働
い
て

い
る
の
は
、
男
子
9
名
、
女
子
12
名

の
社
員
の
み
な
さ
ん
。
花
見
や
慰
安

旅
行
な
ど
で
親
睦
を
は
か
り
、
生
産

の
最
盛
期
で
あ
る
暑
い
夏
の
期
間
を

乗
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
り
が
ね
印
の
鐘
の
音
が
、
全
国

へ
鳴
り
響
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

安
心
し
て
買
え
る
土
産
品
に
は

　
　
　
　
　
合
格
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す

　
昨
年
11
月
12
日
、
　
「
宮
城
県
観
光

土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
消
費
者
に
対
す
る
優
良

な
土
産
品
の
提
供
と
土
産
品
業
界
の

公
正
な
競
争
を
図
る
た
め
、
業
界
自

ら
が
表
示
に
関
す
る
基
準
を
設
け
、

不
当
表
示
や
不
適
正
な
包
装
の
排
除

を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

　
同
協
議
会
は
、
今
後
「
景
品
表
示

法
」
に
基
づ
く
「
観
光
土
産
品
の
表

示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
」
の
遵

守
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
審
査
会
を
開
き
、
基
準
に
合
格

し
た
土
産
品
に
は
、
合
格
シ
：
ル
を

貼
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

奮
§
童
｝
薯
ヨ
…
§
…
…
3
…
垂
｛
き
…
｝
｝
蓋
…

㎜
　
　
　
　
　
　
§

　
な
お
、
事
務
局
は
県
商
工
会
議
所

連
合
会
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

響・

　
し
た
。

●
菓
子
に
虫
が
入
っ
て
い
た
。

●
漬
け
も
の
が
変
質
し
て
い
た
。

●
数
量
が
表
示
よ
り
も
不
足
し
て
い

　
る
。

●
欠
け
た
所
を
修
正
し
た
夫
婦
茶
わ

　
ん
が
箱
入
り
に
な
っ
て
い
た
。

1
な
ど
、
包
装
、
品
質
に
対
す
る

不
満
が
主
な
も
の
で
す
。
合
格
シ
ー

ル
の
普
及
に
よ
り
、
今
後
こ
の
よ
う

な
苦
情
は
少
な
く
な
る
も
の
と
期
侍

さ
れ
ま
す
。

　
お
土
産
品
は
、
合
格
シ
ー
ル
を
確

か
め
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
よ
う
。

　
消
費
生
活
相
談
室

　
台
一
董
⊥
＝
二
（
内
線
＝
一
天
）

8

禰駄／
　
ケ
璽
　
馳
謬
　
ぐ

／
〃
－
（

　
　
φ
、
、

　
市
の
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
る
お
土

産
品
の
苦
情
は
、
ほ
と
ん
ど
も
ら
っ

た
方
か
ら
の
も
の
で
、
内
容
は
ー

●
箱
ば
か
り
大
き
く
て
、
が
っ
か
り

｝
…
2
妻
蓋
i
多
甕
…
…
・
、
董
箏
§
…
1
…
・
…
『
…
・
…
爾
ふ
3

腸
ご
寄
付
あ
り
カ
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

卿　
　
次
の
方
々
か
ら
、
社
会
福
祉
事
業

㎜
や
教
育
の
菱
の
た
め
、
ご
寄
付
を

㎜
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
拾
礼

㎜
申
し
あ
げ
ま
す
。

㎜
。
引
地
と
み
ゑ
さ
ん
（
仙
台
市
）

㎜
○
長
町
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会
ゲ
ー
ト

　
　
　
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
婦
人
部
様

㎜
Q
臼
石
市
嚢
協
同
組
合
様

㎜
Q
鈴
木
春
男
さ
ん
（
大
川
町
）

剛
○
丹
野
志
郎
さ
ん
（
福
岡
深
谷
）

の
W
O
菅
野
新
一
さ
ん
（
本
町
）

篭
呼
蚤
妻
垂
・
…
・
妻
。
三
董
；
弓
琴
ζ
・
詮
”
垂
孚
｝
…
曹
竃
曹
＝
蓑
一
F
肇
巴
一
二
茗
一
・
…
F

　　1柑1，，既1閉”

こ
の
冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

上
手
に
使
っ
て
マ
イ
プ
ラ
ン

O
東
北
電
気
工
事
㈱
白
石
営
業
所

　
所
長
遠
藤
康
さ
ん
（
白
石
沖
）

○
半
沢
端
子
さ
ん
（
西
益
岡
町
）

○
高
橋
昭
義
さ
ん
（
大
平
森
合
）

O
樋
口
武
雄
さ
ん
（
南
寺
前
）

体
、
東
北
電
気
工
事
㈱
白
石
営
業

所
、
第
一
工
業
㈱
仙
台
支
店
様

O
羽
山
砕
石
㈱
社
長
小
川
八
郎
さ
ん
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

○
半
沢
国
男
さ
ん
（
福
岡
蔵
本
）
　
　
購

○
佐
藤
工
業
・
斎
藤
建
設
共
同
企
業
鞭

c
へ
肇

r
　
r
天

3・謁

『り

、

肌
．

4，

ぐ

9

邸

財省エネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

◎
理
留
②
鳴

豆
腐
入
り
ロ
ー
ル
キ
ヤ
ベ
ツ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
お
ろ
し

畷誰

喜代子さん（郡山）荒木

ロ
ー
ル
キ
ヤ
ベ
ツ

【
材
琶
四
人
分

　
豆
腐
1
丁
、
豚
ひ
き
肉
5
0
9
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ベ
ツ
5
枚
（
大
き
め
の
も
の
、
一

枚
は
補
修
用
）
玉
ネ
ギ
中
1
、
卵
1
、

ニ
ン
ニ
ク
ー
か
け
、
片
栗
粉
大
4
～
5
、

　
の

水
2
0
㏄
、
塩
大
1
、
し
よ
う
ゆ
、
砂

糖
、
酒
、
こ
し
よ
う
、
サ
ラ
ダ
油
少

々
。【

作
り
互

①
豆
腐
を
ゆ
が
き
、
フ
キ
ン
に
つ
つ

　
み
、
水
を
し
ぼ
り
、
も
み
ほ
ぐ
し

　
さ
ま
し
て
お
く
。

②
キ
ヤ
ベ
ツ
を
塩
ゆ
で
し
、
ザ
ル
に

　
ひ
ろ
げ
て
さ
ま
す
。

③
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
み
じ
ん
に

　
切
り
、
甘
味
が
で
る
ま
で
妙
め
る

④
卵
を
ほ
ぐ
す
。

⑤
豚
ひ
き
肉
に
、
①
③
④
、
塩
小
％

　
こ
し
ょ
う
を
加
え
て
こ
ね
、
4
等

　
分
す
る
。

⑥
キ
ヤ
ベ
ツ
を
広
げ
、
片
栗
粉
を
ま

　
ん
べ
ん
な
く
打
ち
、
⑤
を
包
む
。

⑦
な
べ
に
、
水
、
し
よ
う
ゆ
、
酒
を

　
入
れ
、
煮
た
つ
て
か
ら
⑥
を
並
べ

　
て
入
れ
、
強
火
で
二
～
三
分
煮
、

　
火
を
弱
め
て
十
五
分
程
煮
る
。

⑧
柔
ら
か
く
煮
た
ロ
ー
ル
キ
ヤ
ベ
ツ

　
を
器
に
盛
り
、
片
栗
粉
で
と
ろ
み

　
を
つ
け
た
煮
汁
を
か
け
る
。

桜
お
ろ
し

【
材
料
】
四
人
分

　
大
根
1
0
㎝
、
梅
ぼ
し
中
2
コ
、
酢

小
％
。

【
作
り
方
】

①
梅
ぼ
し
の
種
を
取
り
、
み
じ
ん
切

　
り
に
す
る
。

②
大
根
を
お
ろ
し
、
①
と
酢
を
ま
ぜ

　
あ
わ
せ
る
。

※
ロ
ー
ル
キ
ヤ
ベ
ツ
の
味
は
、
カ
レ

ー
、
ケ
チ
ヤ
ツ
プ
等
に
か
え
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
食
べ
る
人

の
好
み
に
あ
わ
せ
て
つ
く
つ
て
く
だ

さ
い
。
桜
お
ろ
し
は
、
高
血
圧
や
胃

腸
の
弱
い
方
に
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し

よ
》
フ
o

《
ご
存
知
で
す
か
》

食
事
は
主
食
、
主
菜
．

　
　
副
菜
を
そ
ろ
え
て

◎
主
食
は
、
米
、
パ
ン
、
め
ん
類
な

ど
主
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源

で
す
。

◎
主
菜
は
、
魚
や
肉
、
卵
、
大
豆
製

品
な
ど
で
、
副
食
の
中
心
と
な
り
、

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
の
供
給

源
で
す
。

◎
副
菜
は
、
主
菜
に
つ
け
合
わ
せ
る

野
菜
な
ど
の
料
理
で
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
を
補
い
ま

す
。

　
こ
の
三
種
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
食
事

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
と

な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の

　
　
　
　
　
　
　
食
事
は
？

　
主
菜
の
な
い
食
事
は
、
た
ん
ぱ
く
質

不
足
に
な
り
、
副
菜
の
な
い
食
事
は

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
に
な
り

ま
す
。

　
い
つ
も
百
叩
料
理
に
な
ら
な
い
よ

う
、
肉
や
魚
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
ま
た
野
菜

料
理
に
ば
か
り
な
ら
な
い
よ
う
に
、

時
々
、
食
生
活
を
見
な
お
し
ま
し
よ

》
フ
o

　　　◇

白石市昭和63年1月4日調査日消費生活モニター調査結果
　　備　　　考

上昇晶目

小麦粉、食パン

下降品目

砂糖、サラダ油、

牛乳、バター、テ
イツシュペーノぐ一

ラップ、

灯油｛罐雛み

レギュラーガソリ
ン、軽油

横ばい品目

しょう油、マーガ

リン、洗濯用合成

洗剤、カレーライ
ス、理髪料・、パー

マネント料、プロ

パンガス

対艇月緬格比

　△3．8

△1．2

　1．9

　0．6

△0．9

△0．2

△3．7

△1．8

△5．7

△4，9

△1．6

△4

前月平均個格

　　262円

　　257

　　308

　　210

　　145

　　189

　　218

　　362

　　134

　　218

　1，270

　　470

　1，583

　5，333

　　816

　　841

　　123

　　75
　4．525

平　均値
　　　252円

　　　257

　　　304

　　　214

　　　146

　　　189

　　　216

　　　361

　　　129

　　　214

　　1，270

　　　470

　1，583

　5，333

　　　769

　　　799

　　　121

　　　　72

4．525

最　低値
　　228円

　　250

　　268

　　203

　　145

　　168

　　198

　　348

　　　98

　　158

　　980

　　450

1，500

5，000

　　　700

　　　750

　　　120

　　　　70

4、320

最　高　値

　　268円

　　260

　　350

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　158

　　248

1，495

　　500

1．700

5，800

　　950

　　950

　　125

　　　83

4．750

　　銘柄・規格
上　自　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り12

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力　粉　　　　1kq

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000cρ

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

鰐躍イ』書野撃身巻）

綿、化繊用、粒状
無リン、紙箱，7、り　　4』1kq

並　　食　　　　一皿
小学生調髪

コールド（ショート）

18召　（店頭価格）

184　（配達料込み）

12　　　　現金
16　　　　現金
10㎡　（気体）

品　名
1，砂　糖
2，しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パン
6，マーガリン

7．牛　乳
8．．バター
9．　ティノシュペーノも

10．ラップ
11．洗濯用合成洗剤

12．カレーラィス

13，理髪料
14，パーマネント料

油15，灯

16、　レギュラーがノリン

17．軽　　　油

18．プロパンガス

◇

9
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成
人
式
に
感
想
文
を
発
表

　
去
る
一
月
十
五
日
、
白
石
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
男
子
二
六

四
名
、
女
子
二
九
四
名
の
成
人
式
が
厳
か
に
と
り
行
れ
ま
し
た
。

　
和
装
や
洋
装
で
出
席
し
た
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
五
五
八
名
は
、
成

人
の
喜
び
と
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ

も
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

「
成
人
式
を
迎
え
て
」

　
古
山
美
智
子
さ
ん
（
大
川
町
）

　
今
、
世
間
で
は
私
た
ち
若

者
の
こ
と
を
”
新
人
類
‘
と

よ
く
言
い
ま
す
が
、
私
た
ち

に
し
て
み
れ
ば
生
ま
れ
て
き

た
時
代
が
こ
う
い
う
も
の
で

し
た
か
ら
新
人
類
と
言
わ
れ

る
私
た
ち
の
言
葉
、
態
度
、

物
の
見
方
、
感
じ
方
、
そ
れ

ら
が
全
て
自
然
な
わ
け
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
旧
人
類
、
新
人
類
と

も
に
共
通
す
る
礼
儀
や
社
会
の
中
で

の
立
場
な
ど
は
、
私
た
ち
も
身
に
つ

け
る
べ
き
で
す
し
、
素
直
に
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
中
略
）

　
二
十
歳
と
い
う
も
の
は
、
私
自
身

の
一
人
歩
き
が
始
ま
る
と
き
だ
と
思

い
ま
す
。
肩
の
力
を
抜
き
、
自
分
の

能
力
の
範
囲
を
知
り
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

日
一
日
を
納
得
で
き
る
よ
う
な
過
し

，
方
を
す
れ
ば
、
自
然
と
明
日
と
い
う

も
の
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
（
略
）
と
発
表
し
た
古
山

さ
ん
は
、
尚
綱
短
大
英
文
科
二
年
、

東
北
デ
ィ
ッ
ク
㈱
へ
の
入
社
も
決
ま

り
、
成
人
式
は
、
今
ま
で
の
人
生
へ

の
卒
業
式
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

音
楽
鑑
賞
が
趣
味
、
特
技
は
書
道
と

煮
物
な
ど
の
家
庭
料
理
、
結
婚
は
2
5
・

26

歳
で
と
い
う
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。

丁
〕
～
c
ミ
（
ぐ
、
－
～
、
－
♂
》
ぞ
｝
～
～
〉
）
・
～
（
・
）
ノ
～

「
成
人
式
を
迎
え
て
」
　
　
　
　
鋤
　
藩
政
時
代
、
仙
台
藩
で
は
藩
境
を

　
　
　
末
谷
和
稔
君
（
李
坂
谷
）
號
た
く
守
っ
て
他
領
あ
交
通
巌

　
本
日
、
私
達
は
成
人
と
な
り
ま
し
燭
し
く
取
り
締
っ
た
。
こ
れ
を
御
境
目

た
・
天
前
の
社
会
人
と
し
て
・
人
箒
り
と
い
っ
て
領
内
災
る
通
路
境

間
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
・
私
童
す
べ
て
審
所
を
設
け
、
御
境
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め

は
、
充
実
し
た
人
生
を
目
標
に
し
、
　
煽
目
と
い
う
監
視
役
人
を
配
置
し
た
。

常
に
周
囲
の
人
々
へ
の
思
い
や
り
、
債
永
士
、
一
年
（
エ
ハ
三
六
）
九
月
、

気
く
ば
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
心
が
け
山
奉
行
衆
か
ら
重
長
は
、
領
内
か
ら
他

て
・
一
個
の
人
間
と
し
て
・
は
ず
か
の
領
へ
出
す
物
品
の
監
視
を
命
ぜ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筋

し
く
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
か
な
け
W
御
横
目
を
配
置
す
る
旨
通
達
さ
れ
た
。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
　
　
曾
所
の
目
的
は
許

大
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
参
筒
襲
し
の
捜

鱗
蓉
辞
露
藷
鱒
離
皮
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

っ
た
の
で
す
。
ま
た
酒
や
タ
バ
コ
も
湘
類
な
ど
軍
需
ロ
叩
や

許
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
凶
米
、
塩
、
鉄
そ
の

塾
幅
羅
雀
誰
報
灘
咽
耀
盟

一
つ
の
行
動
に
も
気
を
つ
け
て
・
勘
し
、
上
方
曹
叩
の

嫌
講
籍
収
繭
縫
慧
雛
靭
御
殻

思
い
ま
す
。
　
（
抜
粋
）
と
発
表
し
た
悔
と
が
主
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

末
谷
君
は
、
東
北
工
大
工
業
土
木
科
晒
あ
っ
た
。
詳
細
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

の
学
生
、

レコレ

ノ
も
ン
く
ヤ
コ
う
コ
ヘ
ロ
ゼ
も
ム
ら
ち
て
う
し
て
り
ド
ノ
レ
ノ
ハ
ヒ
　
　
ロ
げ
ヤ
ず
ノ
オ

　
仙
台
藩
に
は
二
十
四
か
所
の
番
所
噛

が
あ
っ
た
が
、
百
石
以
上
の
士
が
派
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

遣
さ
れ
る
番
所
は
五
か
所
だ
け
で
あ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

っ
た
。
こ
れ
に
越
河
．
上
戸
沢
番
所
沁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
片
倉
家
で
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

は
、
御
境
守
の
大
役
と
自
負
し
た
。
　
幽

　
上
戸
沢
番
所
は
、
町
の
小
坂
口
方
蛎

面
、
検
断
木
村
家
の
向
い
に
あ
り
、
　
渉

二
重
の
柵
と
門
が
あ
り
、
通
行
人
を
｝

厳
し
く
取
締
っ
た
。
越
河
番
所
は
後
漁

　
　
　
　
　
　
　
に
藩
境
い
に
移
さ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
れ
、
道
幅
一
杯
に
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

ア
⑭

史土郷

　
　
　
　
白
高
時
代
は
応
援
団
長
を
ジ
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
「
伊
達

つ
と
筆
業
後
は
海
外
で
土
木
関
濠
行
境
目
留
物
等
定
書
」
な
ど
に

係
の
仕
事
を
し
た
い
と
い
2
行
動
派
。
　
み
書
か
れ
て
い
る
。
番
所
に
は
藩
か
ら

臓剛剛■軸■■鵬幽閣鴫醐繭闇■繭

画
直
接
派
遣
さ
れ
た
御
境
目
横
目
が
警

皿戒
の
役
に
任
じ
、
居
掛
り
奉
公
人
と

称
さ
れ
る
片
倉
家
の
御
境
締
り
不
断

画山
組
士
と
足
軽
が
常
駐
し
警
備
に
当
っ

“
た
。
番
所
に
は
詰
所
と
張
番
所
が
あ

の
り
、
槍
・
鉄
砲
・
刺
又
な
ど
の
武
具

を
備
え
、
柵
と
門
を
構
え
て
い
た
。

「御境目締り」

し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、

十
年
、
刈
田
郡
代
官
遠
藤
二
兵
衛
は

不
正
の
罪
で
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
も
、
片
倉
家
に
藩
庁
か
ら
ヤ

番
所
の
警
備
が
緩
み
勝
ち
だ
と
し
ば

し
ば
警
告
が
出
さ
れ
て
お
り

つ
ど
警
備
を
厳
重
に
す
る
が

項
に
は
「
御
境
目
が
あ
る
と
は
い
え
山

ぬ
」
と
い
わ
れ
る
程
取
り
締
り
が
緩
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

く
な
っ
て
い
た
。
　
　
「
白
石
市
史
」
　
～

戸
が
立
て
ら
れ
夜
｝

は
く
ぐ
り
戸
か
ら
η

　
　
　
　
　
　
　
ノ

出
入
し
、
槍
・
鉄
㍗

　
　
　
　
　
　
　
ノ

砲
・
刺
又
・
袖
が
轟

　
　
　
　
　
　
　
い

ら
み
を
備
え
て
い
～

　
　
　
　
　
　
　
へ
｝

た
と
い
う
。
こ
ち
》

　
　
　
　
　
　
　
加

ら
は
特
に
物
資
の
」

　
　
　
　
　
　
　
レ

持
出
し
を
厳
重
に
～

　
　
　
　
　
　
　
亀
－

取
り
締
っ
た
。
　
画

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
当
初
は
代
官
が
㎡

御
境
横
目
を
兼
務
》

　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
寛
永
二
v

　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
㍗

　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
・
そ
の
訊

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
、
幕
義

き
（
妻
ξ
監
く
～
く
7
く
～
セ
く
～
ρ
卑

”
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イ
ド
ル
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麟3
欝織醸

中村　恵ちゃん（白石）

孝さん、真由美さんの長女

ママからひとこと

　　”素直にのびのびとびと

育ってネ”

灘・

市
民
文
芸

　　　　　　　　　　　　らひ
　　　　　　　　　　　素　　　　　　　　　「ミ7

　　　　　　　　　難

　　　　　　　　～
ll　　　　鐸一

「うんてい」

　　松野直洋（斎川小1年）

ヂ
藷

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

葺
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歌
　
　
壇

ふ
り
し
き
る
雪
ふ
か
ぶ
か
と
狭
庭
辺
を
お
お
ひ
て
赤

き
南
天
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

豆
打
ち
て
風
呂
に
穀
焚
く
夕
べ
に
は
香
ば
し
き
匂
ひ

部
屋
な
か
に
満
つ
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

山
の
端
に
沈
む
夕
陽
を
眺
め
つ
つ
想
い
は
遠
き
娘
の

住
む
街
に
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

サ
イ
ホ
ン
の
た
ぎ
り
程
よ
き
コ
ー
ヒ
ー
を
注
ぐ
に
香

り
部
屋
に
た
だ
よ
ふ
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

丸
ま
る
と
大
き
白
菜
軒
下
に
冬
陽
を
集
め
い
く
つ
か

並
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

新
ら
し
く
茶
の
間
に
さ
げ
し
黒
板
に
家
族
そ
れ
ぞ
れ

の
予
定
書
き
込
む
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

湯
治
場
の
部
屋
に
食
器
の
音
の
し
て
山
の
湯
宿
に
夕

暮
迫
る
　
　
　
　
　
　
　
大
津
重
子

広
告
の
折
込
み
多
く
残
業
し
更
け
静
も
り
し
夜
道
帰

り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

木
枯
ら
し
の
吹
き
荒
ぶ
夜
を
落
葉
ふ
む
音
聞
こ
え
来

て
心
に
響
く
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

雪
の
降
る
道
を
い
で
ゆ
く
夫
の
背
に
無
事
祈
り
つ
つ

夜
空
見
つ
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

　
　
　
「
評
」
　
一
首
目
、
止
む
こ
と
な
く
降
り
し
き
る
雪
が

　
　
　
た
ち
ま
ち
庭
を
ふ
か
ぶ
か
と
覆
う
。
南
天
の
赤
い
実

　
　
　
が
雪
と
対
照
的
で
美
し
い
。
二
首
目
、
豆
を
打
っ
た

　
　
　
殻
を
風
呂
に
焚
く
。
豆
殻
の
香
ば
し
い
匂
い
が
部
屋

　
　
　
ま
で
流
れ
る
。
何
か
心
の
安
ら
ぐ
町
な
か
で
は
も
う

　
　
　
体
験
で
き
な
い
風
景
で
あ
る
。
三
首
目
、
山
の
稜
線

　
　
　
に
今
日
も
夕
陽
が
沈
む
。
作
者
は
、
遠
く
に
嫁
い
だ

　
　
　
わ
が
娘
を
案
じ
な
が
ら
住
む
街
に
思
い
を
は
せ
る
。

　
　
　
　
投
稿
さ
れ
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も
実
感
が
こ
も
り
、

　
　
　
上
達
の
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
推
敲
を
し

　
　
　
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

川
股
兵
三
選

わたしの

　勿暫曽勿

、

．
，
り
織
。

慧鱗説

俳
　
　
壇

足
袋
脱
ぎ
て
素
顔
に
戻
る
通
夜
帰
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圏白石市職員募集

　昭和63年4月に採用する市職員

を募集します。

〉職種及び採用予定人員

　学校業務員　若干名

〉職務内容及び勤務先

　市内の小、中学校に勤務し、施

　設管理などの業務に従事します。

〉受験資格

　昭和22年4月2日から昭和45年

　4月1日までに生まれた者で、

　中学校卒業以上の者または昭和

　63年3月31日までに卒業見込み

　の者

〉試験日時　昭和63年2月17日（水）

　　　　　　午前9時～12時

レ試験場　自石市役所

〉試験種目及び内容

〔作文試験〕公務員として必要な

　識見、判断力、思考力等につい

　ての記述試験（時間90分）

〔人物試験〕公務員としての適格

　性についての人物面からの試験

　（個別面接）

レ受付期間　申込みの受付は昭和

　63年2月1日（月〉から2月12日（金）

　までとし、郵送の場合は最終日

　の消印有効

〉受験手続き　受験申込用紙は、

　白石市役所秘書企画課人事係に

　用意された用紙を使用し、所要

　事項を記入して提出してください。

レその他

（D受験手続き、その他受験に関す

　る問い合わせは、自石市役所秘

　書企画課人事係（㊥989－02自石

　市大手町1番1号）費25－2111

　　（内線331，332）へ。

（2）受験申込用紙の請求を郵便で行

　う場合は、あて先明記の返信用

　封筒（大学ノートの入る大きさ、

　120円切手貼付）を同封してく

　ださい。

翻白石市立幼稚園児ユ肉募集

レ募集期間

　昭和63年2月1日～2月29日

〉入園資格

（1）年齢　　1満5歳児〕昭和57年4

　月2日から昭和58年4月1日ま

　でに出生したもの〔満4歳児〕

　昭和58年4月2日から昭和59年

　4月1日までに出生したもの

（2泊石市在住であること

〉受付場所　入園希望の各幼稚園

》受付時間　月～金曜日（午前9

　時～午後4時）　土曜日（午前

　9時～午前11時30分）ただし、

　日曜日、祝日は除く。

〉その他　（1）入園願書用紙は、市

　立幼稚園、教育委員会に用意し

　てあります。

　（2）入園希望者が定員を超過した

　場合は抽選をします。ただし、

　5歳児は4歳児に優先します。

團「痴果性老メ、の世界」

　　　　上映のLあんない

　いま、わが国は急速に高齢化社

会を迎えつつあり、さまざまな問

題がおきています。

　痴呆性老人の間題もそのひとつ

です。痴呆とは何か。痴呆性老人

とはどのような人びとで、いかに

対処すべきか。この映画は、ある

施設に収容されている痴呆性老人

たちの姿を通して、一般の人びと

の理解を深め、また、この問題に直

面している人びとの助けとなるこ

とを願って製作されたものです。

　市民のみなさまにご鑑賞いただ

きますようご案内いたします。

〉日時　2月27日（土）

上映醐隼糊二1：ll

〉場所　白石市民会館大ホール

〉入場料　400円（当日500円）

〉主催　　「痴呆性老人の世界」上

　映実行委員会費25－3207（佐藤）

〉共催　自石市社会福祉協議会

　　君25－2111（内線158）

愚土聞本こり1、以！コン7一ル

　　　俳句・短諏・川柳碁

　第30回全日本こけしコンクール

が、5月3日から7日まで市民会

館において開催されます。応募い

ただいた俳句・短歌・川柳の入選

作品を出品リストパンフレツトに

掲載発表いたします。次の要領に

よりふるってご応募ください。

〉種別と条件　俳句・短歌・川柳

　でこけしを詠んだもの

〉応募方法　俳句・短歌・川柳そ

　れぞれ一人3首まで、封書また

　はハガキに、住所・氏名・電話

　番号・種別を明記すること

レ選者　俳句　鈴木貞二氏

　　　短歌　川股兵三氏

　　　川柳　鈴木誤差氏

レ申込み先　㊥989－02白石市大手

　町1番1号臼石市役所商工観

　光課内　第30回全日本こけしコ

　ンクール事務局

　雪25－2111（内線313）

レ応募締切り　昭和63年3月31日

レその他　入選作品の版権は、全

　日本こけしコンクールに帰属し

　各種印刷物に使用させていただ

　きます。

圃宮城技能開発センター

　2月講習受講生募集

　技能向上をめざす方や、新しい

分野での知識や資格を身にっけた

い方は、この機会にぜひ受講して

みませんか。

講習名
高圧受変電設備

　　　　保全実習

溶接技術検定受験準備

木彫塗装
建築透視図法応用

パソコン・ロボット制御

　（基本実技主体）

パソコン・ロボツト制御

　（基本実技主体）

講習日

20～21日

4～13日

2～10日

27～％日

1～29日

1～22日

期間

2日

4日

（火水）

ω

㈲

〔月・水金｝

※詳しくは、宮城技能開発センタ

ー開発援助課雪022－362－2254へお

問い合わせください。

　　　纐ケートホ司1．～講習会審判員資格更新の方及び一般の方83
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヨ時：　2月26日（金）9β寺～15費寺 場所1中央公民館

露み胤なで愕野　ヨ〔」、．・星

　まっ青な海にまっ青な空、南の

小さな島ヨロン島で春休みを過ご

してみませんか。

　イカダを作って海に操り出した

り島内探険をしたり、ヨロンの自

然をそのままマル飲みしましょう！

　地元の人々のあたたかさにも触

れられる貴重な8日間、沖縄在住

のアメリカ人の仲闇をまじえて、

一緒にT　R　Y！！全国各地のいろい

ろな友達をつくりましょう。

〉期日　3月26日（土）～4月2日〔土）

　　　　8日間
〉場所　鹿児島県大島郡与論町と

　　　　沖縄県

〉対象　小学校3年生～6年生

　　　　男女360名

〉締切り　3月5日佳）必着

※参加費、説明会など詳しくは、

財団法人国際青少年研修協会（尋160

東京都新宿区四ッ谷2－11大村ビル

3階）智03－359－8421へお・問い合

わせください。

～働く婦人の家～
騰瀞二　夏

、　ナチュラルチーズを使った

　　　料理を食卓にどうぞ！

　〉日時　2月23日（火）

　　　　　　9時30分～12時

　〉内容　魚肉を使った料理、オー

　　　ドブル、スープ、サラダ、デ

　　　ザートその他。

　〉材料代　無料

　〉受講料無料

　〉持参するものエプロン、三角巾

　〉募集人員　30名程度（受付順）

　レ締切り　2月19日

編手芸教室

　あなたの部屋や車のアクセサリ

　ーに、友だちへのプレゼントに！

〉日時　2月24日（水）・26日㈹

　　　　午後1時～3時

〉内容　マルチーズの

　　　　　ティッシュカバー

レ材料代　1，850円くらい

〉受講料　無料

〉持参する物

　　10号カギ針、とじ針

〉締切り　2月20日

（見本ありますのでご覧ください）

幽手編教室

　リーフ模様で、おしゃれなセン

　スのセーターを編みましょう。

〉日時 2月19日㈹
〃21日（日）

〃26日㈹

3月4日働

9時30分～15時

9時30分～12時
〃

〃

〉内容　ドルマンセーター

〉材料代　毛糸7，000円くらい

〉持参する物　10号輪針、8号5

　　本針、6号カギ針、目数リン

　　グあみ出し糸

〉締切り　2月15日

　※ただし手編模様の経験のあ

　る方に限ります。見本をご覧く

　ださい。

各教室の申し込みは、魯25－5095

　自石市働く婦人の家へ。

○一図書館一〇
歯土曜覇、賞曜潤も

　　開磨㍉、η，穣す．

〉月曜日～土曜日

　　午前9時～午後4時55分

レ日曜日

　　午前10時～午後4時

☆特集コ～ナー

「女性の生き方」をテーマに、女

性の経済的・精神的自立と現代の

女性をめぐる諸問題（嫁、姑、親

と子）などについて考える本を用

意してみました。

●子ども室には、寒い季節を室内

で楽しく遊ぶ本や、絵本、童話な

どをそろえました。

ご家族そろってご利用ください。

喪子ともの読書感想文集

　　『さざんか』第31号を発行

　毎年、12月に発行している文集

『さざんか』も31年目を迎えまし

た。第31号には、小学生（3年生

以上）78名の感想文（無審査）を

掲載しています。

　子どもたちの素直な感想が生き

生きと真剣に表現されています。

　貸出しもいたしておりますので

ご覧ください。

☆2月の休館日
　2月11日（木）祝日

　2月29日㈲　月末の館内整理
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團ヘルスパイオニアタウンの

　　集いに参加しましょう！
〉日時　昭和63年2月20日（土）

　　　　　13：30～15：30

　　　　開場　12：30～

〉会場　白石市中央公民館

〔講演〕「間違いだらけの健康法」

　○講師　池田　敬子氏

窯膿

囹昭和63年度　白石市保育園

　入所児申請を受付中です

　自石市の各保育園では、昭和63

年4月からの入所児童の申請を受

付けています。

　白石市に在住し、保育に欠ける

状態にある児童が利用できます。

※詳しくは、自石市社会福祉事務

所保育係酋25－2111（内線154）にお

問い合わせください。

囹胃がん検診のお知らせ

　胃がん検診を次の日程で行いま

す。申し込まれた方には、受診票

を送付いたしますので、指定の日

時に必らず受けてください。

　　胃がん検診日程表

圏母子相談員にご相談ください

　母子相談員は、母子及び寡婦福

祉の増進を図ることを職務として

おり、福祉事務所に1人（県より

派遣）が配置されています。

　相談員は、母子家庭及び寡婦の

諸問題や、身の上相談に応じ、自

立に必要な指導と助言を与え母子

及び寡婦福祉資金の貸付申請の指

導に当たっています。お気軽にご

率目言炎ください。

〉相談日　毎週木曜日

＞母子相談員　白石市社会福祉事

　務所内費25－2111　佐藤　幹子

囹『わが家の味』の頒布について
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検診場所
健康七ンター

検診場所

臼川公民館

越河公民嬉

小原公民館

※詳しくは、白石市保健衛生課総

務係奮25－2111（内線602）へお問い

合わせください。
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　昨年3月に出版、頒布いたしま

した『わが家の味』を増刷しまし

たので頒布いたします。

　この本は、広報しろいしに掲載

した「わが家の味」をまとめたも

のです。

　詳しくは保健衛生課保健指導係

暦25－2111内線604へ。

　《フ。ロフィール》

　　昭和8年広島県生まれ，，28年

　　全日本体操競技選手権に優勝

　　し、29年にはローマの世界選

　　手権の平均台で金メダル、そ

　　してメルボルン、ローマ、東

　　京とキャプテンとして3回連

　　続オリンピックに出場。特に

　　東京オリンピックでは女子体

　　操界初の銅メダルに輝く。

　　　現在、日体大教授、全日本

　　ジュニア体操競技会副理事長

　　などとして活躍中。長年の経

　　験と裏打ちされた人間味あふ

　　れる指導には定評があります。

　〔体験発表〕　私の健康法

　　　柳原　誠氏・樋口ときえ氏

　〔健康パネル展〕

レ主催　白石市・自石市国民健康

　　　　保険・白石市健康づくり

　　　　推進協議会

たばこは

市内。で買いましょう？

35★今月は下水道事業受益者負担金第4期分の納期です。納期内に納めましょう！
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　　官公庁だより
　　1随ll間1川“””III川””1日1川II川lm”1”轍Ill川IIII捌1川IIIII

　☆霜改正労働基準法、 説明会の

　　　　　　　　　開催のお知らせ

　　労働基準法が施行きれて41年目

　　を迎えますが、法定労働時間を現

　在の一週48時間から段階的に週40

　時間に短縮することなどを内容と

　　した改正労働基準法が、今年の4

　月1日から施行になります。

　　この改正労働基準法の周知のた

　め次により説明会を開催します。

　　〉説明会日程

　　　2月25日（胸　大河原合同庁舎

唖　　3月2日（弱　角田市民会館

　　　3月3日（木）自石市民会館

　〉開催時聞　午後1時30分より

　※問い合わせは、宮城労働基準協

　会費53－4314または、大河原労働

　基準監督署魯53－2154まで。

☆車検証の書き替え、

　廃車等の手続きはお早めに

　3月の後半は、窓口業務が大変

混みあい、長い時間お待ちいただ

くなど、ご迷惑をおかけすること

になりますので、登録申請（車検

証の書き換えや廃車〉等の手続き

は、お早めにお願いします。

レ受付時間

　平日：午前8時45分～12時

　　　　午後1時～4時

土曜日：午前8時45分～11時30分

※問い合わせ先

　東北運輸局宮城陸運支局登録課

　仙台市扇町三丁目3－15

　　費022－235－2511

　　　ず　　8
》　辞㍉触

識醒論，
　堅・畜

　　、磁

「新入学児童お年玉年賀はがき」

　　　　当選番号発表

　白石郵便局では、本年4月に小

学校に入学するお子さんにrお年

玉年賀はがき」をお送りしました。

　1月14日の第一幼稚園での抽選

会の結果は次のとおりです。この

年賀はがきを受けとられた方は、

番号をお確かめください。

　当選番号（A・B組共通下2ケタ）

※320430384149
　　596773757682

　　※ダブルプレゼント

　当選された方は、郵便局の保険

窓口や保険課魯25－2745または保

険担当外務員までこ漣絡ください。

後日、記念品をお届けします。

★退職自衛官

　　　　仙台無料職業紹介所

一企業の発展に退職自衛官を！一

く退職自衛官は＞

○団体生活で培われた指導力と協

　調性に富んでいます。

O強い責任感と根性があります。

○さらには、体力・気力も身につ・

　けています。

○年齢は、任期隊員が20歳～25歳

　定年退職者が53歳～54歳

〉連絡先　仙台市本町1丁目3番

　地9（第6広瀬ビル3階）台02

　2－227－2610または、自衛隊船岡

　駐屯地援護センターao224－55－

　2301（内線348）

★贈与税の申告をお忘れなく！

　1年間に贈与を受けた財産の価

額を合計して、60万円を超えると

きは贈与税の申告をしなければな

りません。昭和62年分の贈与税の

申告と納税は、昭和63年2月1日

から3月15日までです。一時に納

めることが困難なときは、担保を

堤供するなどして5年以内の年賦

で納める延納制度があります。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署などにお尋ねください。

☆納税相談の実施について

　大河原税務署では、　「適正な申

告」をしていただくために各市町

に出張して納税相談を実施してい

ます。税務署より日時等を指定さ

れた方の納税相談を次により実施

いたします。

　昭和62年度　納税相談日程

月日

2．8

9

23

24

25

曜β　棺談時間

月

火

火

9：30～16：00

9＝30－16；00

9：30～16：00

　9；30～16：00水

木 9；30～16：00

場会

白石

市役所大会議室

対象区分

渡

営・譲・山・贈

☆ご存しですか

　医療品副作用被害救済制度

○この制度は、医療品副作用被害

　救済・研究振興基金法に基づく

　制度です。

○制度の仕組みを解説したパンフ

　レット及び請求用紙を無料でお

　送りします。

騰製繍謙調
　〒170東京都豊島区東池袋3－1－1

　　　サンシャイン6026階

　　奮03－988－2101（代表）

★当選した年賀はかきの引換えはお早めにどうぞ。

レ引換期間1月20日～7月19日

☆「ザ’88極，交，山作戦」推進中！

　宮城県警察では、県民に不安と

脅威を与えている極左暴力集団の

「テロ」・「ゲリラ」の根絶、多発

傾向にある交通死亡事故の抑止、

対立抗争事案や市民生活への不当

介入事案の多発の傾向が顕著な山

口組をはじめとする暴力団の壊滅

のため「ザ’88極，交，山f乍戦」を推

進いたします。ご協力をお願いい

たします。

〔極〕「テロ」「ゲリラ」不審な動

　　　き110番

　　　極左110番　022－221－OllO

〔交〕家族を泣かせないために交

　　　通安全を

〔山〕暴力団等の被害はすぐ警察ヘ

　　　　　　　　　　ニコニコヤハサセロ
　　　暴力相談電話022－222－8930

　　一白石警察署魏25－2138一

　　　　　　　　　　　　　　鱒

　　　　　　（白石郵便局）
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　’88新春会員大会開かる
　1月11日、商工会議所主催の新
春会員大会が開かれました。優良
従業員の表彰式の後、東北大石田
学長の講演が行われました。先生
は、首都を分散し、仙台にも首都的
機能をもたせるインテリジェント・
コスモス構想に取り組んでいます。

定　例　相 談

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

餅つき、カルタとり大会
　1月9日、小原小でチーム対抗
のジャンボカルタとり大会が開か
れ、会場の体育館に歓声が響きわ
たりました。終丁後、餅つき大会
が行われ、自分らでついた餅で作
った雑煮やあんこ餅を食べ、運動
後の空腹をいやし、満足そうでした。

《

（2月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

消費生活
相　　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

　　　　　　　　　　　　　　　　無料法律
　　　　　　　　　　　　　　　　相　　談
　白石市交通指導隊出動式
　1月10日、市役所前において、　　　　　　　　　　　　　　　　身障者
昭和63年臼石市交通指導隊出動式　　　　　　　　　　　　　　　　相　　　談
が行われ、市長と警察署長から訓
示があり、市民の交通安全意識の　　　　　　　　　　　　　　　　青少年
高揚と交通事故ゼロを目指し、街　　　　　　　　　　　　　　　　相　　談
頭指導や広報活動の実践に心を新
たに出動しました。

　　　　圃人口の動き　1月1日現在
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10：30～

　11：30

10：00～
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　15：00
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　15：00
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場　　所

白石市役所
1階市民室

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所4階

大会議室

自石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
臼石市役所4階
青少年相談

　　センター

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

人口42，511人男20，365人女21。646人世帯11，669戸 ％
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